
大東市版ネウボラの概要

～子育て世代包括支援センター～

資料２

○開設日 平成３０年８月１日（水）
○場所 保健医療福祉センター３階

子育て世代包括支援センター
○相談時間 平日午前９時～午後５時

開設時期・場所

母子保健コーディネーター：
保健師、助産師、臨床心理士 各１名

子育てコーディネーター：
保育士 ２名、看護師 １名

スクールソーシャルワーカー １名

対象者

・妊産婦

・乳幼児期～就学年齢（１８歳まで）の

子どもと保護者

相談員

愛称

「ネウボランドだいとう」

由来：フィンランドの福祉制度である「ネウボ
ラ」に楽しさ・親しみやすさを連想させる「～ラ
ンド」という語尾と、市の名称を合わせました



大東市版ネウボラの基本コンセプト・特徴

妊娠・出産期から子育て期、就学期に至る各ステージにおいて、子育て家庭の

抱える様々な不安・悩みに継続的に寄り添い、切れ目のない支援を提供すること

により、「子育てしやすいまち大東」の実現を目指します。

基本コンセプト

① 母子保健、子育て支援、学校教育の連携により、妊娠・出産期から子ども

が概ね１８歳になるまでの幅広い期間における包括的な子育て支援を実施

します。

② ワンストップサービスの実現により、途切れのない相談支援を実現します。

③ スクール・ソーシャルワーカーを常駐し、就学年齢の相談にも対応します。

④ 家庭児童相談室とのシームレスな連携により。支援の必要な家庭にも柔軟

に対応します。

大東市版ネウボラの特徴



大東市版ネウボラ配置職員の主な役割

母子保健事業

＜保健師＞

・就学前の子どもの発達、発育の相談支援

＜助産師＞

・出産前後の母親への相談支援 ・両親教室、母乳相談

・マタニティライフサポートプランの作成

＜臨床心理士＞

・産後うつなどの心理的な相談支援

子育て支援事業

＜保育士・看護師＞

・利用者の個別ニーズの把握、情報提供

・地域子育て資源の収集、整理、情報発信

＜スクールソーシャルワーカー＞

・就学年齢児童に関する相談支援



大東市版ネウボラの情報の連携

・子育て家庭の状況を支援プラ

ン等に記載し、台帳管理します。

・母子保健および子育てコー

ディネーター、スクールソー

シャルワーカー他、関係者によ

る定期的な連絡会議を開き、情

報共有を図ります。

子育て世代
包括支援センター

情報提供、アドバイス、
支援プランの作成

相談

情報共有

個人情報保護の考え方

・支援プランを作成する際に、

個人情報の関係機関との共有に

ついての同意を得ます。

・小学校入学時に保護者との同

意形成を行うことにより、ネウ

ボラと学校機関との情報共有を

図ります。

子育て
コーディネー
ター

スクール
ソーシャル
ワーカー

母子保健
コーディネー
ター

台帳管理による
情報の共有



大東市版ネウボラの業務イメージ



大東市版ネウボラの啓発活動

広報「だいとう」８月号特集
啓発用うちわ

啓発用ちらし


